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を適用して，酵素反応時間 5分で 0.1－ 5 U/L，30分で 0.01－ 0.08 U/Lの範囲で測定できることを示した。

















少なくとも 10 pg/mLオーダーの測定が必要となる。抗 BNP抗体を AChEで標識し，BNPとの免疫反応後，
免疫反応した抗体と未反応の抗体を分離し，いずれかの抗体上の AChE活性を上記の方法で測定するとの





るが，測定下限濃度は通常 10－6－ 10－7 Mであり，環境中，生体中の微量成分の測定等にはより高感度化が
必要とされる。著者は表面科学分野で広く研究されているチオールの単分子膜形成，還元脱離を電気分析化
学の観点から見直し，チオールを 10－9 Mオーダーまで測定できることを初めて見出した。さらに，この方
法を酵素（アセチルコリンエステラーゼ）活性測定，酵素活性阻害率の測定による有機リン系農薬測定，酵
素免疫測定によるペプチドホルモンの測定と，次々に展開した。このような新しい視点を導入した新規分析
法の提案，提案した方法の適用可能性の探索のための一連の研究を積極的に進めたことは高く評価される。
特に，ペプチドホルモン BNPの高感度測定技術は，循環器の医療に携わる研究者から注目されている。著
者が提案した方法は適応性が広く，今後，新規な測定系の構築にも活用されるものと期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
